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はじめに  

 

少子高齢化と核家族化の中で子どもたちを取り巻く生活環境も著しく変化している。

家庭の教育力低下や地域の教育力の低下も問題視され、共働き家庭の増加に伴う待機

児童問題は深刻な社会問題として認識されるようになった。保護者の育児不安や児童

虐待も深刻化している。子育て家庭の支援に向け国を挙げた様々な政策が行われてき

たが、有効な解決策は見出されないまま、悲しい事件の報道が後を絶たないのが現状

である。  

この様な社会状況を背景に、子ども・子育て支援法、認定こども園法の一部改正、

児童福祉法の一部改正等関係法律の整備法からなる「子ども・子育て関連３法 (2012)」

の平成 24 年 8 月成立を受け、幼児教育・保育・地域の子ども・子育て支援を総合的

に推進することを目指し、新たに「子ども・子育て支援新制度 (2015)」が制定され平

成 27 年度から本格実施となった。平成 29 年には幼稚園教育要領、保育所保育指針、

認定こども園教育・保育要領、3 法令の同時改訂が告示され、平成 30 年度より施行さ

れた。保育料の無償化も開始され、国家予算を当て、国を挙げて様々な子育て世帯へ

の支援が行われるようになった。一方で保育者の早期離職、バーンアウト、人材確保

についても大きな課題となっている。この点も具体的な解決策が見出されないまま保

育現場はその質が問われることとなった。改訂に伴い現場保育者に求められる専門性

や職務内容は増大し、その業務は更に過酷さを増したということになるのではないだ

ろうか。  

論者は長く幼児教育、保育、保育者養成の現場で実践を重ねてきた。保育者たちは
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子どもたちの健やかな成長を願い、日々様々な課題に向き合い現場に立ち続けている

が、現場実践を通して出会った多くの保育者たちと言葉を交わす中で、それぞれが抱

える不安や負担感、苦しさにも出会ってきた。現場保育者たちは、対子ども、対保護

者、対同僚と、人との関わりの中で相手の想いに気付き想像し、共感し、気持ちを寄

せ実践を積み重ねている。子育て支援、特別支援、幼小連携など様々な課題に直面し、

地域や他の教育機関、専門機関との連携も必要不可欠となり、職務に必要な人間関係

も広がりを見せている。  

本論考では、保育者にはどのような専門性やスキルが求められているのか、保育者

として関わる人との関係性の中ではどのような感情管理が必要なのかを整理し、先行

研究と筆者が携わった現場実践の実情を踏まえ、保育者が実践者として現場に立ち続

けるためには、どのような保育者支援が必要なのかを探っていきたい。  

本文中に使用している用語について  

保育者の勤務する機関に応じて、幼稚園教諭、保育士、保育教諭、などと使用され

ているが、本論考では「保育者」で統一する。また、本論考では保育所保育指針並び

に厚生労働省の政策を中心に論じるが、本文中の「保育者支援」については、乳幼児

期の子どもたちの教育、保育、養護、指導に従事する全ての者を対象として論じる。  

 

本論  

 

保育者が抱える負担感・早期離職  

平成 27 年度から「子ども・子育て支援新制度（ 2015）」が本格実施となり、新たな

取り組みが開始された。長時間保育に対応する施設が増えたこと、様々な形態の保育

施設が急増したことにより、保育者不足はさらに深刻化している。保育者の早期離職、

有資格者が保育職に就かないといった点も新たな課題となっており、厚生労働省は、

平成 27 年「保育士等確保対策検討会」を立ち上げ、保育者の現状把握を行い、保育士

の待遇改善や研修体制の整備などの方策を打ち出している。  

平成 30 年に東京都が保育士有資格者を対象に実施した東京都保育士実態調査結果

報告書によると、保育士として負担に感じることについては、「行事」「保育計画書の

作成」「保護者対応」「職員間の情報共有・打合せ」があげられる。保育士自身が行う

べきと考える業務については、「保護者対応」が最も多く、「保育日誌の記入」「職員間

の情報共有・打合せ」、「連絡帳の記入」、「保育計画書の作成」があげられている。退

職意向理由については、「給料が安い」が最も多く、「仕事量が多い」「労働時間が長い」

「職場の人間関係」となっており、平成 25 年度実施の同調査と比較すると「職場の人

間関係」を示す割合は更に増えている。また、過去に保育士経験がある有資格者の回
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答でも、保育士を辞めた理由としては、「職場の人間関係」が最も多く、更に増加して

いる点も報告されている 1)。  

保育者の早期離職に関する先行研究の動向を整理し分析を行った木曽 (2018)は、早

期離職の要因に関しては、「人間関係」に関わるものが多くの研究で共通して挙げられ

ていた点に触れ、「人間関係」を取り巻く問題が現実に保育現場で起こっており、それ

が早期離職につながっていると考えられるとしている。最も古い論文は 2007 年であ

るが徐々に微増し、2016 年には７本と増加している。近年保育者の早期離職問題への

関心が高まっているといえるとしている。また、厚生労働省が推進している保育士の

待遇改善や研修実施は重要であるが、それだけでは早期離職の防止としては不十分で

あると考えられるとも言及している 2 )。保育所・幼稚園における保育者のストレスや

メンタルヘルスに関する国内の過去 10 年間における先行研究の概観を行った松村

(2015)は、保育者のストレスに関する要因として多くあげられたものは、①職場環境・

職場での人間関係、②子どもへの対応、③知識と現場のギャップの３つであり、経験

年数によってストレスと感じる要因に違いがあることを示唆している 3)。養成校の立

場から早期離職が増加する状況を分析した加藤ら (2011)は、離職理由の上位にあげら

れたものは、「仕事への適性がない」「健康上の理由」「人間関係」などであり、合わせ

て行われている現場 (幼稚園、保育所、施設 )側への調査からは、新人保育者の適性、積

極性、人間関係面で多くの問題があったとし、新卒者のコミュニケーション能力や対

人関係のスキル不足などを指摘している 4 )。  

保育者に求められる保育の質向上と専門性  

社会状況が変われば、保育者として期待されることも、学ばなければならないこと

も変化していく。保育者にどのような専門性が求められているのかを探る上では、①

三法令の同時改訂で見直され追加された項目、②現任者研修（保育士等キャリアアッ

プ研修）の分野及び内容、③保育者養成課程の見直し項目、以上の三点を整理するこ

とが必要だと考える。 

以下の図は、厚生労働省が保育の質に関して「内容」・「環境」・「人材」の三つの観

点から整理し、それぞれの観点に関連して基準等を定め、質の確保を図るとともに、

質の向上に資する取組を示したものである 5 )。保育の質向上を目指すとき、個々の保

育者の専門性をいかに高めていけるのかという点が大きな鍵となる。現場保育者に求

められている専門性を整理することは、保育者の業務内容の整理とも直結しており、

会議や打ち合わせ、相談、連絡、記録、保管が必要なものや、保育教育活動の準備が

必要なもの、保護者への発信（お便りや連絡帳）が必要なものなど、保育者の実情を

整理し負担感や早期離職問題を考える上で注目すべき点である。  
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図 1 保育の質の 3 つの観点 

 出典 保育所等における保育の質の確保・向上に関する基礎資料（ 2017： p10 ） 

法令の同時改訂で見直され追加された項目  

3 法令の同時改訂に伴い新たに加えられた内容や見直された点から、保育者が新た

に学ぶべきとされる専門性を読み取ることができる。今回の改訂により保育所保育指

針においても、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領と同様に、

3 歳以上児の保育について「ねらい」と「内容」及び「内容の取扱い」が 5 領域で示

され、保育所も幼児教育機関の一つとして位置付けられた。また、幼児期に育みたい

「資質」「能力」の三つの柱、①知識及び技能の基礎、②思考力、判断力、表現力の基

礎、③学びに向かう力、人間力等と合わせ、幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の

姿が示された。共働き家庭の増加に伴い保育園利用が増える中、どの機関に通う子ど

もにも同じような保育・教育が行われることが保障されたこととなる。「養護」の意味

も改めて確認し徹底することが強調された。また、乳児と１歳以上３歳未満児の保育

に関する記述も具体的に示された。健康及び安全に関しては、「災害への備え」という

新しい項目が加えられ、緊急時対応の具体的な手順や避難訓練、職員間の役割分担な

どのマニュアルを作成することとしている。子育て支援に関しては、不適切な養育の

問題や障害、保護者の就労の問題など各家庭のニーズに応じた個別の支援、家庭との

連携強化に加え、地域に開かれた子育て支援や地域の子育てセンターとしての役割、

地域の関係機関との連携に努めることなども、それぞれにより具体的な記載となって

いる。  

現任者研修 (保育士等キャリアアップ研修 )の分野及び内容  

 保育所保育指針第 5 章「職員の資質向上」の項では、「保育所においては、当該保

育所における保育の課題や各職員のキャリアパス等も見据えて、初任者から管理職員

までの職位や職務内容等を踏まえた体系的な研修計画を作成しなければならない。保

育所保育指針,(2017)」6)と明記され、自己評価、職場内の研修と合わせ教職員の研修

強化が示された。保育士等キャリアアップ研修の実施にあたっては、「子どもや子育
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てを取り巻く環境が変化し、保育所に求められる役割も多様化・複雑化する中で、保

育士には、より高度な専門性が求められるようになっており、日々の保育士としての

業務に加え、各種の研修機会の充実によって、その専門性を向上させていくことが重

要」としている 7 )。  

表 1 保育士等キャリアアップ研修の分野及び内容  

 

出典 保育士等キャリアアップ研修ガイドラインの概要(2017） 

保育者養成課程の見直し項目  

保育の質の確保・向上に関する基礎資料の中では、保育士養成課程を構成する教科

目の見直しについても以下のように示されている 8)。  

①乳児保育（※）の充実（※３歳未満児を念頭）→基礎的事項の理解を深めるた

め、演習科目に加え、講義科目の新設  ②  幼児教育の実践力の向上→計画と評価

や生活と遊びの援助に関する内容の充実  ③「養護」の視点重視→養護に関する教

科目の内容の再編・充実  ④子どもの育ちや家庭支援の充実→保育の専門性を活か

した子ども家庭支援に関する教科目の内容の再編・充実  ⑤  社会的養護や障害児

保育の充実→今日的な課題を踏まえた、実践的な支援に関する内容の充実  ⑥  保

育者としての資質・専門性の向上→保育の専門職としてのキャリアパスを見据え

た専門性向上の重要性の明示  

 特に子育て支援に関する教科目は大幅な再編となった。新教科目には、複数の旧教

科目の内容を再編し充実させ、より実践に近い内容の学びを目標としている。  

＜新教科目＞           ＜旧教科目＞  

子ども家庭支援論 (講義 )・・・・・保育相談支援、相談援助、家庭支援論  
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子ども家庭支援の心理学 (講義 )・・保育の心理学Ⅰ、家庭支援論、子どもの保健Ⅰ  

子育て支援 (演習 )・・・・・・・・保育相談支援、相談援助  

なお、教科目としての家庭支援に関しては、平成 8(2001)年に必須科目として「家

族援助論」が新設された。平成 20(2008)年告示の保育所保育指針において保育所の役

割や機能を明確にし、保育所が地域における保育の専門機関として社会的責任を果た

すことが求められたことを受け、平成 23（ 2011）年に「家庭支援論」へと変更された。  

保育者の感情的実践  

 杉田 (2010)は、教師のイラショナル・ビリーブ (irrational belief)、Ellis(1975)が提

唱した概念「ねばならない」「べきである」という絶対的な考え 9)を取り上げ、教師の

感情管理は、自分の内面にある感情を管理しながら対応し、感情規制に沿って対応す

ることが求められ、対応が終わったときの疲労感や徒労感は大きいものがあるとして

いる。対人援助職である保育者が日々コミュニケーションをとる必要がある、子ども

たち・保護者・同僚・地域関係機関との人間関係の中での自身の感情コントロールの

必要性と、保育者独特のストレス要因緩和につながるよう、感情労働という概念を意

識して保育業務に当たることを保育者へ向け示唆している 10)。また、保育士の専門性

と人間性はどのように形作られるのかを明らかにすることを目的とし調査分析を行っ

た保坂ら (2015)は感情コントロールについて、保育者が自覚する、カッとする、イラ

イラする、ムッとする、悲しいなどの陰性感情や、どうしよう、ダメだなどの困惑や

自責の感情を取りあげ、これらの陰性感情を自分の力不足とし否定的に受け止め、落

ち込む、反省するなどへ向かうと考えられたとしている。しかし、保育者が日常生活

のストレッサーや陰性感情を自覚することは自己理解をもたらし、他の保育者との相

互関係を向上させ、子ども理解に繋がっていくと述べている 11)。  

現場実践において保育者は、対応する相手に応じた表現や表情、態度を使い分け、

感情をコントロールしながら保育業務にあたっている。難しい事例に対応している時

や、自身に向けられた批判的な言動や失敗などマイナスの感情が揺さぶられている時

でも、業務の中心となる子どもたちとの活動場面では、明るく元気に、笑顔でという

「保育者はこうあらねばならない」「こんな保育者でありたい」という姿に自らを当て

はめ行動している。「受容」「共感」「心に寄り添う」「丁寧に」「優しく」など自身が描

く保育者像や規範意識のもと、感情の揺れをも抑え込み、感情演技を行っていると言

えるのではないだろうか。この様な状況が長く続くことは、保育者の精神的負担やス

トレスへと繋がっていると考えられる。  

中坪 (2011)は、保育者の感情的実践に焦点を当てた共同研究を通して、⑴保護者支

援の過程で自らの感情を制御し、意図的に表出させ対応している。⑵同僚との感情の

共有が、自らの保育を捉えなおし意欲を高めているという２点を明らかにしている 12)。
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中坪 (2011)が言及しているように、保育者の感情管理には、同僚との関係性が大きな

鍵を握っているとも言える。困っていることや失敗したことなどを、日常的な雑談や

相談、事例検討を通して、同僚とさまざまに感情の共有を行うことで、自らの感情を

制御し捉え直しを行うことが可能となる。日々の実践場面において保育者が行ってい

る感情的実践は、大きく三つに分類することができるのではないだろうか。  

①  保育者自身が自らの感情をコントロールし業務に向かっている場面  

②  支援対象者の感情の変化を感じ取り、相手の状況に応じ感情を操作する場面  

③  保育者同士が互いの感情の変化を感じ取り、必要に応じて支え合う場面  

この様な視点で感情管理を考えると、保育者に求められる感情的実践は、自身の感

情をコントロールする場面でのみ行われるのではなく、他者とコミュニケーションを

取り言葉を交わす場面においても自らの感情をコントロールしながら耳を傾け、関わ

るさまざまな人に対応しており、感情管理も保育者の専門性の一つと捉えることがで

きるのではないだろうか。保育者に求められる専門性は、スキルや知識、経験のみで

獲得できるものではない。八田（ 2018）は、公立認定こども園の園長へのインタビュ

ーを分析した上で、保護者支援に必要なことは、①保護者と話すときの誠実さ、丁寧

さ、②日々のコミュニケーション、③保護者の気持ちを受容することであり、「傾聴・

共感」「安心感・連携」「一生懸命さ・誠実さ」といった対人援助の基本に忠実である

こと、「保護者の背景を知ること」「信頼関係の構築」など、技術的な事より「一生懸

命さ」が必要であると述べている 13)。  

筆者は幼稚園在職中同僚の保育者を対象に、定期的な園長面談を実施してきた。仕

事に関することや個人的な悩み、気になっていることなどを自由に話しているが、こ

の面談を通して感じたことは、家庭支援の場面で保護者と話をする際に感じることと

通じる点である。一人ひとりの保育者にも家庭があり、家族がいて、日常生活を営む

上では、保育者である以前に一人の人として、さまざまな悩みを抱えながら生きてい

るということである。更に、保育者として抱える悩みや課題点も加わり、その内容は

広範囲にわたっている。面談の際意識していたことは、自分自身の想いを整理するた

めにも、受容され、共感されながら“話す”“説明する”という行為がきっかけとなる

こともあるのではないだろうかという点である。具体的解決策を求めている場合もあ

るが、“保育者”自身が自ら答えを導き出せるような配慮と声掛けも必要であると感じ

る。課題点や改善点だけを提示されるのでは、結果“保育業務”に対する負担感や不

安感をより増大させてしまうことにも繋がってしまう。上記の“ ”内を保育者から

保護者へ、保育業務を子育てへ置き換えると、そのまま保護者相談場面で意識し対応

してきた点と重なる。  

 保育者が行っている感情的実践は、“人”として心揺さぶられる部分を素直に受け入
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れ、子どもたちや保護者、同僚保育者と想いを共有し、共に考えるという姿勢で臨む

実践といえる。一生懸命さに気付く目や人として心揺さぶられる感覚や感情も、保育

者に求められる専門性の大事な一面と捉えることができるのではないだろうか。  

 

考察  

 

保育者の早期離職問題は職場内の人間関係が大きな要因となっている。これは保育

者に必要な専門性の一つである感情的実践の一部分、保育者同志が支え合うという点

と重なるが、この点がうまく機能していないことが考えられる。保育者個人のコミュ

ニケーション能力の問題も指摘されているが、保育者に求められる業務が増したこと

による物理的な時間の欠如や精神的なゆとりが失われたことも関係しているのではな

いだろうか。保育者の早期離職問題が取り上げられるようになった時期と、保育者の

職務として子育て支援が位置づけられた時期との関連も注視すべき点である。業務の

優先順位として、保育業務の中心となる対子ども、次いで「保育者自身が行うべきと

考える業務内容」として最も多くあげられた (東京都保育士実態調査結果報告 )対保護

者となり、思いやりと共感の想いをもって同僚と言葉を交わすことが難しい現状が生

まれたのではないだろうか。早期離職に関する先行研究の動向を整理した木曽（ 2018）

は、厚生労働省が推進している保育士の待遇改善や研修実施は重要であるが、それだ

けでは早期離職の防止としては不十分であると考えられると言及している 14)。保育時

間が長時間化し、一人の保育者が継続的に一人の子どもの保育時間を担当することが

難しくなり、複数の保育者がつなぎ合わせるように全体の保育時間をカバーする形と

なっている。一人の人間が対処可能な物理的、精神的な業務には限界がある。感覚的

に感じ取った子どもの心の変化や、保護者の気になる様子を共有することも難しいの

が実情である。  

牧野 (2012)は、子育て相談と保護者支援内容の分類において、一つは子育てに関す

るコンサルテーション的な一面をもち、相談に来る保護者の話を聴き、専門性を生か

して答えていくことを基本に相談を進めるものと、もう一つはカウンセリング的な一

面をもった内容であり、これらの内容に対しては、日常的なコミュニケーションを通

して状況や意向を聴き、相談している保護者が主体的に問題解決できるよう援助的に

対応する必要があるとしている 1 5)。保育者を被支援者と捉え置き換えると、コンサル

テーション的な一面は、実務者研修や地域の専門機関との連携等で対応可能な部分と

なるが、日常的なコミュニケーションを通して状況や意向を聴き、相談している保育

者が主体的に問題解決できるよう援助的に対応するカウンセリング的な一面をもった

部分への支援体制が不十分であると感じる。本来であれは、同僚間でのやり取りによ
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りカバー可能な部分であるが、保育者の退職理由に「職場内の人間関係」が上位を占

める現状の中では、保育者が小さな悩みや弱音を呟ける新たな場の確保も必要なので

はないだろうか。  

 

おわりに  

  

「子育て支援」という言葉が一般的になり、その必要性も喫緊の課題として認知さ

れるようになった。課題解決に向け地域の関係団体が協力する体制も少しずつ整って

きているが、現在打ち出されている様々な対策は、子育て家庭を主体に検討されてい

るものが多く、保育者には次々と新たな役割が求められている。子どもたちの健やか

な育ちを願い、子育て支援に心を寄せている保育者は、支えが必要な“被支援者であ

る”と捉える視点が必要なのではないだろうか。「家庭支援」「子育て支援」という言

葉が長い時間をかけ理解され定着したように、見方を変え、「保育者支援」の必要性を

考えるべき時が来ていると感じる。  

 幼児教育アドバイザーやキンダーカウンセラーの導入が進む自治体もあるが、子育

て世帯が抱える課題解決に向けた保護者や保育者への指導が中心に機能しているケー

スも多く、今後保育者自身の心に寄り添う支援をどのような機関が担っていけるのか

という点が大きな課題である。  

地域の子育てを支える役割を担った保育者もまた、困り感を抱えながら子どもたち

の育ちに関わっている地域に暮らす一人であるという視点が、保育者の人材不足や早

期離職の問題に新たな解決策を導き出すきっかけになってくれることを願っている。

そして何よりも、現場に立ち続けている保育者たちにとって、本論考が保育者として

求められている専門性や実情を客観的に見つめ直し、頑張っている自分を認め、保育

者としてこうありたい姿を捉え直すきっかけとなってくれることを心より願っている。 
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